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Ａ-2 情報処理センターへ直接データを登録する方法 

 
 
 情報処理センターへ直接充填量・又は回収量を入力するメリットは、充塡証明書又は回収証明書を 

 管理者へ交付する必要がないこと。 

  機器管理番号を取得する必要がないので、登録費（￥100 税別）だけの経費で済みます。 

 ただし、ログ（点検整備記録簿の履歴）が作成されないので、機番などで機器を特定する必要があります。 

  また、下記の図のように情報処理センターへ直接登録したデータは、算定漏えい量の基礎資料として 

 合算されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 充塡回収業者がシステムにログインします。 

   https://www.jreco.jp/ 
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２． メインメニューの「申請書作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． メッセージが表示されますので、確認して「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 登録画面が表示されます。 
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５． 「事業者コード」又は「履歴から選択」のどちらかを選択します。 

   ここでは「事業者コードから選択」を選択した例を挙げます。 

   事業者コードを入力して、余白をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

６． 会社名、住所、本社情報などが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 次に施設名称を入力します。 

   施設管理者の住所にある機器を整備する場合には、「会社情報から取得」をクリックします。 

   管理者が事業所登録した時に入力した管理者の情報が表示されます。 
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８． 右側の機器情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 次に作業内容を 2 表に入力します。 

   この場合は、追加充填量を 10ｋｇとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

回収した冷媒を、破壊処理などで処理する場合は、自動的に行程管理票に移行する項目が表示されます。 

整備時に回収があっても、行程管理票が利用出来ます（任意）。 

 【行程管理票を開いて、回収量を入力しても可】 
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１０． 最後に作業責任者名を記入して、「確認画面へ」ボタンをクリックして内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． 確認画面です。内容を確認して管理者へ依頼するために「承諾依頼」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２． この時、ポイントが消費されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３． 充塡回収業者の一覧表に、鈴木商店へ承諾依頼をしていることが登録されます 
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１４． 管理者（鈴木商店）に来た承諾依頼メールです。 

    管理者は、このメールのＵＲＬをクリックして冷媒管理システムを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５． 管理者は、冷媒管理システムを開いて、ＩＤとパスワードでログインします。 

    メインメニューの「登録一覧」ボタンをクリックして一覧表を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６． 一覧表には“承諾待ち”の機器があります。 

    この機器の「閲覧」ボタンを開いて、内容を確認します。 
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１７． 内容を確認した後、管理者承諾欄に名前を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８． 確認画面から内容を確認して、「登録」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９． 確認のメッセージが表示されます。 「ＯＫ」ボタンを押します。 

     この時点で正式に情報処理センターに登録されます。 
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２０． 管理者の一覧表に整備記録が登録されました。 

   なお、管理者は、機器を特定するために、「系統名」や「製番」などから検索することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


